
太古の昔から海を仕事場とし、素潜りで
豊かな海の恵みであるアワビ・サザエをは
じめとする魚介類や海藻の採取技術を伝承
してきた「海女」。
生命の源である美しい里海を守り、伝統
を守りながら生活する「海女」を貴重な文
化遺産としてとらえ、全国に発信するため
「海女サミット2015in鳥羽」を開催します。

太古の昔から海を仕事場とし、素潜りで
豊かな海の恵みであるアワビ・サザエをは
じめとする魚介類や海藻の採取技術を伝承
してきた「海女」。
生命の源である美しい里海を守り、伝統
を守りながら生活する「海女」を貴重な文
化遺産としてとらえ、全国に発信するため
「海女サミット2015in鳥羽」を開催します。

～全国の海女が鳥羽に集合～～全国の海女が鳥羽に集合～

鳥羽商工会議所３階・かもめホール

答志コミュニティアリーナ

ゲストスピーカーと海女10人が語り合います

全国の海女さん15人が、それぞれの地域の海女文化や
漁法などについて意見交換を行います

in

人

　

鳥
羽
は
、
木
曽
三
川
か
ら
流
れ

出
る
淡
水
と
伊
勢
湾
口
の
海
水
が

融
合
す
る
こ
と
か
ら
、
全
国
で
も

有
数
の
漁
場
が
形
成
さ
れ
、
全
国

最
多
と
な
る
５
０
０
人
を
超
え
る

「
海
女
」
が
潜
業
し
て
い
ま
す
。

　

海
女
の
歴
史
は
古
く
、
縄
文
時

代
や
弥
生
時
代
の
貝
塚
か
ら
は
、

大
き
な
ア
ワ
ビ
貝
や
、
そ
れ
を
採

る
た
め
に
使
っ
た
と
思
わ
れ
る
鹿

の
角
を
加
工
し
た
道
具
が
発
見
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
男
女
の
別

は
分
か
ら
な
い
に
し
て
も
、
古
代

か
ら
受
け
継
が
れ
て
い
る
漁
法
で

あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
海
女
た
ち
が
漁
の
前
後

に
火
に
あ
た
り
、
身
体
を
温
め
な

が
ら
談
笑
す
る
海
女
小
屋
で
地
元

の
海
女
が
観
光
客
を
お
も
て
な
し

す
る
「
海
女
小
屋
体
験
」
の
取
り

組
み
が
各
地
で
行
わ
れ
て
お
り
、

近
年
都
市
部
や
外
国
か
ら
の
観
光

客
に
も
人
気
を
博
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な

環
境
の
変
化
に
よ
り
、
海
の
資
源

は
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
、
海
女

の
後
継
者
不
足
と
高
齢
化
が
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
市
で

は
同
じ
く
海
女
の
多
い
志
摩
市
と

協
力
し
な
が
ら
、
こ
の
貴
重
な
海

女
を
絶
や
さ
な
い
た
め
に
、
保
存

継
承
活
動
を
行
い
な
が
ら
、
漁
業

面
、
文
化
面
、
観
光
面
に
お
い
て

更
に
振
興
し
、
地
域
活
性
化
に
つ

な
げ
て
い
く
た
め
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

海
女
振
興
の
取
り
組
み
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